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有機エレクトロニクス周辺材料 塗布性有機半導体材料

フレキシブル発光フィルム

（熊本大学）

塗布単層有機EL表示デバイス

（崇城大学）

プロテオグリカン配合商品群

有機エレクトロニクスの基盤「有機薄膜技術」を核とした
広域的な連携によるイノベーションの創出

地域イノベーション戦略

　有機エレクトロニクスの基盤「有機薄膜技術」をターゲットとし、北部九州地域の強みである有
機材料技術の蓄積や半導体製造装置関連企業の集積、そして「くまもと有機薄膜技術高度化支援
センター（PHOENICS）」の機器群等を生かし、有機エレクトロニクスを地域の次世代リーディン
グ産業に育成するため産学官金が連携し、地域の半導体関連企業の同分野への参入や関連企業の
誘致を進め、持続的・発展的な地域イノベーションの創出を目指します。

事業の内容

【全体計画及び成果】
　有機薄膜技術を核とした研究開発と事業化の促進、広域連
携そしてそれらを支える人材育成に取り組みます。

＜研究開発＞
　招へい研究者や地域企業の技術者等が連携し、大学や
PHOENICS等の機器を活用して、塗布や封止技術、それらに関わ
るプロセスの自動化に役立つ材料、製造・評価装置等の研究開
発を行っています。

＜ネットワーク構築強化＞
　技術シーズと企業ニーズとのマッチング、研究成果の実用化・
事業化の支援のほか、PHOENICSの技術拠点としての機能強化
を行っています。

＜人材育成＞
　PHOENICSの機器等を活用した有機薄膜デバイス試作等の人
材育成プログラムを実施するなど、地域における自律的な人材
育成機能を構築しています。

●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

くまもと有機エレクトロニクス
連携エリア

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…熊本県工業連合会　ほか
学…熊本大学、崇城大学、
　　九州大学
官…熊本県、くまもと産業支援財団、
　　九州先端科学技術研究所
金…日本政策金融公庫、
　　肥後銀行、熊本銀行

　有機エレクトロニクスによる地域イノベーションを興すため、熊本県では【くま

もと有機薄膜技術高度化支援センター＜ハード＞】【地域イノベーション戦略支

援プログラム＜ソフト・ヒューマン＞】【くまもと有機エレクトロニクス産業促進

協議会＜企業参入の促進＞】の３つの基盤を整備しました。

　私たちはこれらを活用して、有機エレクトロニクスを次世代のリーディング産業

に育成するため、日々活動しています。関心のある方はぜひご連絡ください。

略歴：熊本県産業技術センター
で企業の技術支援に長年従事し、
次長を経て、現在くまもと産業
支援財団で有機薄膜関連事業の
実務を統括しています。

プロジェクトディレクター

河 北 　 隆 生

地域イノベーション戦略

　青森県におけるイノベーション戦略「あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出
エリア」におけるライフ分野に特化したプログラムとして、弘前大学に蓄積された知的財産並びに
プロテオグリカン（PG）の大量精製技術・研究成果を基盤に、新たなPG関連バイオマテリアル
に視野を広げた研究開発を加速させ、地域特性を生かす人材育成のもと弘前エリアを中心とした
一大「健康・美容」関連産業クラスターの形成・拡大に取り組むものです。

　PGには以前から多様な機能性が期待されていましたが、1g３０００万円と高価な

ことが研究や産業利用の妨げとなっていました。しかし弘前大学や地元企業など

による長年の研究により大量精製技術が確立され、今や身近な健康・美容素材と

して県内外で利用が進んでいます。

　私達は青森県ヘルス＆ビューティー産業クラスターの実現を目指し、医薬分野

への応用も視野に、PGに関する研究のさらなる深化や、PG関連産業の拡大、地

域人材の育成に取り組んでいます。

略歴：青森県産業技術センター
研究管理監。平成２２～２４年地域
イノベーション戦略支援プログ
ラム（弘前エリア）研究統括。
医学博士。

プロジェクトディレクター

阿 部 　 馨

プロテオグリカン関連バイオマテリアルをコアとした
津軽圏ヘルス＆ビューティー産業クラスターの形成・拡大

事業の内容

【全体計画及び成果】

　2030年でのクラスター形成を目標に、PGの化学修飾等によ

る素材としての進化及び各種アンチエイジング機能解明による

PGの価値向上、並びに医薬品開発のための研究及び事業化を

行います。また、県内外の関係企業のPG関連産業への巻き込み

や、マーケティング・広報活動の強化、地域人材育成などを通じ

て、化粧品・健康食品分野での「津軽圏プロテオグリカンブラン

ド」の定着を図ります。

　これまでの取組により、新規参入企業の増加や、PGの認知度

向上が進められ、市場規模は年々拡大を続けています。また研

究活動においても、PGの製造方法などについて、医薬分野への

進出への足掛かりとなる成果が得られつつあります。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成25年～29年度）

あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…青森県商工会議所連合会
　　青森県工業会
学…弘前大学、八戸工業大学
官…青森県
　　青森県産業技術センター
　　21あおもり産業総合支援センター
金…青森銀行、みちのく銀行、
　　青森県信用金庫協会
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URL.http://kumamoto-phoenics.jp/ URL.http://www.proteoglycan-japan.net

【実施する支援メニュー】
地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
（実施機関：熊本大学、崇城大学、九州大学）
　有機薄膜技術の研究者６名を３大学に招へいし、材料等の
研究開発を加速させています。

地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの
開発及び実施（実施機関：くまもと産業支援財団）
　材料・装置等当地域の出口戦略に対応する研修等を行って
います。

大学等の知のネットワークの構築
（実施機関：くまもと産業支援財団）
　大学等のシーズ移転や
特許面の支援、実用化・
商品化に向けた支援等を
行っています。

地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化
（実施機関：熊本大学、崇城大学）
大学に設置する最新設備を共用化設備とし、地域企業に広く
開放しています。
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【実施する支援メニュー】
地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
（実施機関：弘前大学、青森県産業技術センター）
　6名の研究者を招へいし、化粧品、高機能性食品、医薬品
等の開発をターゲットとした研究に集中的に取り組みます。

地域イノベーション戦略支援実現のための人材育成プログラム
の開発及び実施
（実施機関：21あおもり産業総合支援センター）
　イノベーションを先導する地域人材（プロデューサー、コー
ディネーター等）養成のためのプログラムを開発、実施します。

大学等の知のネットワークの構築
（実施機関：21あおもり産業総合支援センター）
　コーディネーター２名を配置し、研究・商品開発・販路拡
大を緻密に関連付け、一貫したイノベーション創出に取り組
みます。
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山鹿灯籠まつり金灯籠用
有機EL照明
（納入販売実績数138基）


